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　 本書は，もともと東京大学教養学部の総合科目で

ある 「人間社会と交通シス テ ム 1の 講義テ キス トとし

て書かれた もの であるが，高校生や 大学生以上の
一一
般

読者をもター
ゲ ッ トに した教養書で もある として い る．

　 本書は以下 の ような．一：部構成 に な っ て お り， 第 1

部は乗り物の ハ
ー

ドウ ェ ア に焦点を当て た自然科学の

原理 に基づ い た 内容で あ り，第 2 部は人間や社会に

と っ て の乗 り物の あるべ き姿とか交通 シ ス テ ム の役割

に焦点を当て て，人文科学や社会科学まで含めた内容

にな っ て い る．章立 て は
， およそ以下の ような構成と

内容にな っ て い る．

　 第 1 部の，「もの か ら捉えた交通」で は
， 以下 の よ

うに 5 章で構成され て い る．

第 1 章では，乗り物の推進力を得る什組みにつ い て，

エ ン ジ ン の仕組み，翼とプ ロ ペ ラ，モータの仕組みな

ど，が書かれ て い る．

第 2章では，抵抗の制御に つ い て，空気抵抗との戦い ，

車輪の転が り抵抗，潤滑などにつ い て書かれてい る．

第 3章で は，乗 り物の運動力学 として
， 車両の サ スペ

ン シ ョ ン の役割，磁気浮上 の仕組み，乗 り物はなぜ曲

がるの かの力学的分析，運動の最適制御 とは，ダイナ

ミ ッ ク ス はどう扱うのか， とい っ た基礎理論が書かれ

て い る．

第 4 章で は
， 交通シ ス テム の計画と制御につ い て，交

通容量， 信号制御 ， 列車群の運行計画，ITS などにつ

い て 記述して い る．

第 5 章で は
，

モ ビリテ ィ と環境保全技術として，交通

における環境問題 ，
エ コ カーの現状 とか ， 電気自動車

の将来像，燃料電池などにつ い て書かれてい る．

　 第 2部の，「人と社会から捉えた交通」では，以下

の ように 4章で構成されて い る．

第 6 章は
， 人間行動の メ カニ ズム の 面から，自然渋滞

はなぜ起きる の か，視覚心理と施設設計の かか わ り，

人間行動の モ デ ル 化 ， などにつ い て書かれて い る．

第 7 章は，安全 ・安心な シ ス テ ム 設計に つ い て，マ

ン ・マ シ ン系の モ デ ル化 ， 運転シ ミュ レー
タの仕組み，
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バ リア フ リ
ー技術 ， 交通安全な どに つ い て，書かれて

い る．

第 8 章は，交通 と社会との イン タラ ク シ ョ ン で
， 交通

政策，都市の 交通計画 ， 利用者との 関係 ， などが記載

されて い る．

第 9章で は，交通プロ ジ ェ ク トの評価につ い て，経済，

社会的公平性 ， 効果の面か ら書かれて い る．

　 以．．ヒの ように，本書の 内容は非常に多岐にわた っ

てい る．その ため本書は，執筆代表者が前書きで述べ

てい る ように ， また タイ トル か らも分か る ように
， き

わめて縦書きに近い 読み物に して お り，写真や図面が

随所にちりばめ られて楽しむ部分も多い ．しか し同時

に，ダイナ ミ ッ クス の 説明 で は微分方程式などが含ま

れてい た りして，あっ さり読み下すにはなかなか難解

な内容まで 含まれ て い る．

　 交通にかかわる技術者は，だい たい機械，電気 土

木の専門分野に大 きく分けられることが多い ，最近で

は，制脚，通信，
シス テ ム 工学の巾砿 い 分野がかかわっ

てい る．こ れ らの第
一
線の専門家である東大の教官が

執筆者にな り， それぞれの分野 の エ ッ セ ンス をさらり

と書き表して い る，したが っ て ，

一
般的に専門外の こ

とは実感として なかなか理解で きない こ とが多い 中で ，

本書はそうした専門分野の 間の壁 を払拭 しようとして

い る．したが っ て
， すで に学部で ある程度専門を勉強

してきた大学院生や，実社会で活躍されてい る方が，

自分の専門分野の周辺をサ
ーベ イ ・散策するには格好

の 読み物とな っ て い る，

　 本書で扱う乗 り物とは，航空機　自動車，鉄道，船

舶などで ある．本学会の会員の多くが関心を持つ と思

われ る電磁力関連の記述は
， 電車の モ

ー
タ

， 磁気浮上
，

リニ ア，ア クテ ィ ブサス ペ ン シ ョ ン，電気自動車，燃

料電池自動車，な ど で ある．しか しながら，その よ う

な狭い 見方で はなくて，「乗 り物ある い は交通シス テム」

がどの ように動き，動かされるの か，あるい は人や社

会に どの ように利用され る の か
，

とい っ た面か ら，「科

学の 目」を養えれば良い の ではな い か と思われる．本

書の副タイ トル である 「モ ビ リテ ィ の科学」が著者ら

の 本音ではない かと思われる．ぜぴ
一一
読する こ とをお

勧めする．
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